
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

15 ０８ 13

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

1,758 1,742

前年度繰越

1,758 1,742

1,772

1,772

事業番号 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

1,772 779

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・引き続き新規採用・現任それぞれの資質向上のため、必要な研修を実施していく。

・研修内容についてはニーズの変化に対応したものとなるよう随時検討する必要がある。

目標に対

する成果

の状況

学校栄養職員の資質向上のため必要な研修を実施し、学校給食における衛生管理の徹底を図ることができた。

 概算事業費（B（A）+C） 3,769 3,331 3,207 2,844

2,065 2,065

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

合計（A)

概　算

人件費

0.25 0.25 0.25 0.25

2,065

1,704 1,266 1,142

2,065

779

０件

合計 1,742

０件 ０件

補正予算

当初予算

Ｈ25

（当初）

新規採用学校栄養職員研修 直接

・基礎研修２日間×１回

・専門研修（前期）２日間×1回　（中期・後期）１日×1

回

・校内研修８日間　実地研修２日間

1,149 525 606

H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算）

学校栄養職員研修（新採・現任）学校栄養職員研修（新採・現任）学校栄養職員研修（新採・現任）学校栄養職員研修（新採・現任）
担

当

課

部局 教育委員会

実施期間 不明 ～

課・室 保健厚生課

目標 成果 達成状況

０件

617 173

1,742 779

1,142

達成

H24末

（実績）

593・５年次研修４回　全国大会への派遣１名

県が関与

する理由

目指す姿

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail hokenko-pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

総体的なカリキュラムを組むということと、全県を対象として研修を行うため、県が実施することが必

要。

教育公務員特例法に準じて実施している研修であるため、県が行うことが適当である。

新規採用学校栄養職員を対象に、栄養管理・衛生管理・食育等に関する研修を実施し、新任者としての基礎的な知識の習得並びに専門

職としての実践的指導力及び資質の向上を図っていく。

学校栄養職員経験者については、より高度な栄養・健康に関する知識の向上及び指導力を高めるとともに、衛生管理に対する新たな知

識と能力を身に付けられるための研修を行い、その資質の向上を図っていく。

○定期的に専門的な研修を受け、新たな知識の習得や研究協議、実践発表などの機会を得ることにより、資質の向上が図られるとともに

学校給食に対する安心、安全の確保が図られている。

H26

目標

○学校における食に関する指導の充実のため、学校栄養職員の資質の向上を図る。

○食中毒の防止等、十分な安全確保が行えるよう、最新知識の習得を図る。

○毎日朝食を食べる児童生徒の割合　H29・・小６で93.0%、中３で87.0％に改善。H25は現状より高い割合に改善。

1,758

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法

779

成果目標の達成状況

項目

食中毒の発生件数

学校栄養職員経験者研修 直接

25年度25年度25年度25年度 26年度


